
代
執
行
と
い
う
項
目
を
盛
り

込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
代
執
行
の
実
効
性

に
も
疑
問
が
あ
る
の
で
、
別

の
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

 ●

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を

Q　
県
の
制
度
改
正
で
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成

範
囲
が
、
入
院
は
中
学
３
年

生
ま
で
、
通
院
は
小
学
３
年

生
ま
で
拡
大
さ
れ
、
小
学
４

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
通
院
も
、
市
町
村
の
独
自

判
断
で
現
物
支
給
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
早
急
に
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

通
院
に
つ
い
て
も
市
独
自
に

助
成
を
し
、
中
学
校
卒
業
ま

で
入
院
、
通
院
と
も
無
料
化

す
べ
き
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
高
校
卒
業
ま
で
医

療
費
を
無
料
化
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
支
援
千
葉
県
一
の
山

武
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
若
者

の
定
着
を
は
か
り
、
人
口
減

に
歯
ど
め
を
か
け
る
と
い
う
、

戦
略
的
な
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

提
案

の
事
業
を
実
施
す
る
財

源
は
一
般
財
源
と
な
り
ま
す
。

中
学
校
卒
業
ま
で
実
施
し
た

場
合
は
４
千
１
４
０
万
円
程

度
、
高
校
ま
で
無
料
化
し
た

場
合
は
約
６
千
２
０
０
万
円

程
度
の
事
業
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
市
財
政
に

つ
い
て
財
政
担
当
と
検
討
し

ま
し
た
が
、
消
費
税
の
動
向

な
ど
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見

る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

A
市
長　

す
ば
ら
し
い
内

容
の
提
案
だ
と
い
う
こ

と
は
十
分
理
解
し
ま
す
が
、

財
政
フ
レ
ー
ム
を
考
え
、
慎

重
に
扱
っ
て
行
き
ま
す
。

Q　
財
源
が
問
題
だ
と
言

う
が
、
財
源
は
あ
る
。

庁
舎
建
設
基
金
は
平
成
24
年

末
で
７
億
円
の
残
高
が
あ
る
。

庁
舎
の
増
築
も
終
わ
り
、
庁

舎
建
設
基
金
７
億
円
は
も
は

や
不
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
大
の

財
源
と
す
れ
ば
よ
い
。
例
え

ば
中
学
３
年
生
ま
で
入
通
院

無
料
化
し
た
場
合
の
18
年
分
、

高
校
卒
業
ま
で
無
料
化
に
し

た
場
合
の
12
年
間
分
の
費
用

が
捻
出
で
き
る
。
市
長
が
や

る
気
な
ら
ば
で
き
る
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

A
市
長　

隣
町
で
も
や
っ

て
お
り
、
負
け
な
い
よ

う
に
や
り
た
い
が
、
議
員
が

言
う
形
で
基
金
を
取
り
崩
す

と
後
が
大
変
な
こ
と
が
予
想

も
さ
れ
ま
す
。
財
源
的
に
余

裕
が
で
き
れ
ば
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

Q　
学
校
で
、
具
合
が
悪

い
子
供
が
い
て
、
な
ぜ

病
院
に
行
か
な
い
の
か
と
聞

く
と
、
親
が
給
料
日
前
だ
か

ら
病
院
に
行
け
な
い
と
、
そ

う
い
う
子
供
も
い
る
。
ま
さ

に
今
、
市
民
が
困
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
当
面
使
う
当
て
の
な
い

お
金
を
使
う
の
は
当
然
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
今
、
高
校
卒
業
ま

で
医
療
費
を
無
料
化
す
れ
ば
、

千
葉
県
内
で
山
武
市
が
一
番

子
育
て
支
援
策
が
進
ん
だ
市

に
な
り
、
山
武
市
の
大
き
な

Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
が
、
ど
う
か
。

A
市
長　

大
変
積
極
的
な

提
案
と
し
て
受
け
止
め
、

議
会
と
意
見
を
交
換
し
な
が

ら
、
基
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
使
っ
て
い
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
施
策
を
打
っ
て
い

き
た
い
と

考
え
て
い

ま
す
。

　

個
人
質
問

八角　公二 議員

 ●

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

Q　
近
年
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
認
知
症
な
ど
判

断
能
力
が
不
十
分
な
高
齢
者

や
障
害
者
が
増
え
、
悪
徳
商

法
や
詐
欺
に
か
か
っ
た
り
、

虐
待
や
、
孤
独
死
な
ど
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
生
活
や
、
身

上
監
護
、
財
産
等
の
管
理
に

関
す
る
義
務
を
本
人
の
支
援

者
で
あ
る
成
年
後
見
人
が
行

う
こ
と
で
本
人
の
権
利
と
財

産
を
守
り
支
援
す
る
制
度
で

あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
後
見

人
の
育
成
は
喫
緊
の
政
策
課

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
成
年

後
見
に
関
わ
る
市
の
現
状
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。A

市
長　

山
武
市
の
現
状

と
し
て
は
、
大
変
高
齢

化
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
は
遅
れ
た
分
野
で
あ
ろ

う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

A
保
健
福
祉
部
長　

後
見

・
保
佐
・
補
助
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
の

現
状
は
、
認
知
自
立
度
２
以

上
の
高
齢
者
が
１
千
６
８
２

人
、
障
害
者
の
現
状
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
長
が
成
年
後
見

を
申
し
出
た
件
数
は
、
平
成

23
年
度
に
２
件
、
本
年
度
で

は
１
件
あ
り
ま
す
。

Q　
市
長
が
申
し
立
て
を

行
う
場
合
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
行
わ
れ
る
の
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

現
在
、

山
武
市
成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業
実
施
要
綱
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
周
辺
市
町
で
は
、
実

施
要
綱
で
は
な
く
、
法

律
的
な
根
拠
に
基
づ
く
実
施

規
則
を
さ
だ
め
て
実
行
し
て

い
る
が
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

ご
指

摘
を
受
け
今
後
一
定
の

区
切
り
で
規
則
に
切
り
替
え

た
い
と
考
え
ま
す

Q　
高
齢
化
が
進
む
中
で

職
員
の
皆
さ
ん
が
認
知

症
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
い

て
い
る
と
聞
い
た
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
の
指
導

の
も
と
で
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
全
職
員
を
対
象
に

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q　
市
民
後
見
人
の
養
成

に
つ
い
て
山
武
市
で
は

昨
年
12
月
に
東
京
大
学
で
行

わ
れ
た
「
市
民
後
見
全
国
大

会
」
を
後
援
す
る
な
ど
積
極

的
な
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る

が
、
市
民
後
見
人
の
人
材
育

成
の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
計
画
を
も
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
予
算

は
ど
う
か
。　

A
保
健
福
祉
部
長　

現
在

申
立
等
の
実
績
が
あ
ま

り
な
い
の
で
こ
の
育
成
に
つ

い
て
周
知
を
図
っ
て
も
な
か

な
か
集
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
山
武
郡
内
の
保
健
福

祉
部
会
や
先
進
地
で
の
研
修

で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q　
昨
年
の
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
市
民
後
見
人

の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法　

老
人

福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
必
須

事
業
に
な
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
計
画
を
し
、
予
算
を
付

け
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
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